









































































































































　2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の支援
活動として，学生にもできることを見つけ，救援活








　3月 20 日より薬学部 6年塚本絵美の指揮の下に





イムテーブルを作成し，1日 5 ～ 6 名で活動を行っ
た．3 月 23 日より現地の定時報告が 9 時・13 時・
17時の3回になり，新学期の始まる4月3日までは，






































表 1　学生後方支援参加希望者一覧（活動者 137 名）
（太字はリーダー）

































































































































































































±6.2（範囲 0～ 33）で，16 点以上のハイリスク者
は 5.9％（4 名）で，いずれも 20 代だった．IES-R
の平均得点は 5.9±8.8（範囲 0 ～ 53）で，25 点以
上のハイリスク者は 4.4％（3 名：20 代 2 名，30 代
1 名）だった．7.4％（5 名：そのうち 1 名が学生）
が CES-D，IES-R いずれかでハイリスク者だった．
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19 日から 22 日までの 4日間被災地の岩手県に行か
せて頂きました．
　私の主な業務内容は盛岡市内まで運び込まれた救
援物資を医療救援隊がいる山田町まで運ぶ事です．
現地で被災者の方と触れ合う事がなく，ホテルでの
待機，盛岡市内での買い出しといった状態でしたの
で，現地の悲惨な状況を見ても現実に起こっている
事と感じられませんでした．何かテレビを見ている
様な状態だった事を覚えております．
　また医療救援隊を見て感じたのは，行きと帰りで
は全く別人の集団に見えた事です．説明しますと，
行きの時はみなさん緊張した面持ちで，バスの中で
は携帯を見たり，寝ていたりとそれぞれの時間を過
ごしていましたが，帰りのバスでは会話と笑いが絶
えない状態でした．一緒に生活することで仲が深ま
る事は当たり前ですが，大変な状況で一緒に生活を
することで人はここまで仲が深まるのかと感じまし
た．皆さんが少し羨ましかったです．
　最後にガソリンが無い，携帯が繋がらない，何が
起こるか分からない状況の中で生活することは非常
に疲れました．医療救援隊の派遣中に事故が無かっ
た事が何より良かったと感じております．有難うご
ざいました．
